
               
 

   

                  

                                    

          

吉
田
議
員 

 

な
ぜ
処
理
灰
か
ら
基

準
値
以
上
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
発
生
し
た
の
か
、

第
三
者
機
関
の
検
証
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。 

 

焼
却
灰
及
び
焼
却
不

燃
物
に
つ
い
て
は
、
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
お
い
て

保
管
を
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
処
理
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

ご
み
焼
却
時
に
発
生

す
る
溶
融
ス
ラ
グ
に
つ

い
て
、
現
在
、
保
管
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
尋
ね
た
い
。 

松
井
市
長 

 

検
証
は
３
回
ま
で
進

ん
で
い
る
。
ば
い
じ
ん
処

理
物
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
を
さ
ら
に
低
い

レ
ベ
ル
で
管
理
す
る
こ

と
を
念
頭
に
、
安
全
対
策

を
検
討
し
て
い
く
予
定 

          

で
あ
る
。 

 

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

お
い
て
保
管
し
て
い
る

処
理
灰
及
び
焼
却
不
燃

物
に
つ
い
て
は
、
適
正
に

処
理
で
き
る
業
者
で
処

理
を
し
て
い
る
。 

 

溶
融
ス
ラ
グ
に
つ
い

て
は
、
ガ
ス
化
溶
融
炉
竣

工
当
初
は
、
大
阪
湾
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
で

埋
立
処
分
を
し
て
い
た

が
、
有
効
利
用
の
道
を
探

る
べ
く
、
平
成
１８
年
か

ら
２５
年
度
末
で
５
千
８

百
ト
ン
の
溶
融
ス
ラ
グ

を
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
の
安
全
性
を
確
認
し
、

市
の
最
終
処
分
場
で
仮

置
き
し
て
い
る
。 

    

吉
田
議
員 

 

市
民
の
環
境
の
悪
化

あ
る
い
は
健
康
上
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に

も
、
検
証
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て
は
、
必
ず

情
報
公
開
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

 
 

         

  

過
日
、
委
員
会
視
察
で

豊
田
市
の
渡
刈
（
と
が

り
）
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
行
く
機
会
が
あ
っ
た

が
、
当
施
設
は
桜
井
市
と

同
じ
日
立
の
流
動
式
ガ

ス
化
溶
融
方
式
で
、
最
初

か
ら
加
熱
脱
塩
素
化
装

置
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除
去

装
置
）
を
設
置
し
て
飛
灰

を
処
理
し
て
い
る
。 

 

今
後
、
市
の
施
設
で
も

加
熱
脱
塩
素
装
置
を
設

置
す
る
が
、
大
阪
湾
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
へ

の
処
理
灰
の
再
搬
入
の

メ
ド
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。 

松
井
市
長 

 

４
回
の
検
証
委
員
会

で
、
改
善
対
策
を
含
め
た

報
告
書
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
市
民
へ
の

公
開
を
考
え
て
い
る
。 

 

大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
処
理

灰
の
再
搬
入
の
メ
ド
に

つ
い
て
は
、
改
善
報
告
書

を
も
と
に
、
大
阪
湾
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
、
関

係
自
治
体
、
港
湾
関
係
者

等
の
同
意
が
必
要
で
あ

り
、
時
間
が
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
。 

 

溶
融
ス
ラ
グ
に
つ
い

て
現
状
は
有
効
利
用
先

が
な
く
、
見
つ
か
れ
ば
Ｊ

Ａ
Ｓ
規
格
に
適
合
さ
せ

て
活
用
を
図
り
た
い
。 

 
 

              

                                    

 吉田ただお 

１２月議会報告 

 

 

２０1５年１月号 

ＮＯ．５３号 

 

    Ｎｏ、４3号 

２
０
１
５
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
で
は
、
安
倍
政
権
の
「
消
費
税
増
税
」
「
医
療
・
介

護
の
改
悪
」
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
「
原
発
再
稼
働
」
な
ど
の
暴
走
を
止

め
ら
れ
る
唯
一
の
政
党
と
し
て
、
日
本
共
産
党
は
議
席
を
大
き
く
増
や
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
「
安
倍
暴
走
ス
ト
ッ
プ
、
く
ら

し
・
福
祉
を
守
る
市
政
」
へ
の
声
と
願
い
を
日
本
共
産
党
に
託
し
て
下
さ
い
。 

心
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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日本共産党市会議員 吉田忠雄 ●ホームページ 検 索  

桜井市グリーンパークごみ焼却施設 

処理灰によるダイオキシン濃度基準値超過 

 

議員勉強会で市の焼却炉の説明を受ける 
議
案
３６
号
桜
井
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
、
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
反
対
討
論(

要
旨) 

 
 

新
制
度
は
保
育
を
利
用
し
た
保
護
者
に
給
付
と
い
う
名
の
補
助

金
を
支
払
い
、
保
護
者
が
補
助
金(

給
付
金)

と
保
育
料
を
合
わ
せ

て
、
施
設
の
事
業
者
に
支
払
う
シ
ス
テ
ム
に
替
わ
り
ま
す
。 

 

施
設
の
事
業
者
が
保
護
者
の
代
わ
り
に
給
付
金
を
受
け
取
る
、
法

定
代
理
受
領
と
い
う
仕
組
み
を
取
り
、
見
か
け
上
の
お
金
の
流
れ
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
公
費
は
保
育
以

外
に
使
用
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
で
使
途
の
規

制
が
か
け
に
く
く
な
り
、
保
育
事
業
で
上
げ
た
収
益
を
配
当
に
回
す

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
児
童
福
祉
法
で
規
定
す
る
保
育
所
認
可
制
度
の
変
更
で
民

間
企
業
も
参
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
新
制
度

に
は
保
育
の
市
場
化
と
い
わ
れ
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
保

育
や
子
ど
も
を
儲
け
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。 

議案第 37 号 桜井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例について反対討論おこなう(要旨) 

 同議案の定員が６人から１９人までの小規模保育事業には３つの類型があ

り、それぞれ職員の配置基準が異なっています。 

児童福祉法は第１条で「すべての児童は、等しくその生活を保障され愛護さ

れなければならない」と規定されています。すべての子どもに教育・保育を受

ける権利を保障するためには基準に格差を生じさせてはならないと考えます。 

検
証
委
員
会
の
報
告
に

つ
い
て
は
情
報
公
開
を 



                                    

   

吉
田
議
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地
主
で
あ
る
亀
山
製

絲
と
パ
チ
ン
コ
店
を
経

営
し
て
い
る
事
業
者
と

の
間
で
、
出
店
の
た
め
の

契
約
が
交
わ
さ
れ
、
７
月

の
初
旬
に
は
跡
地
の
囲

い
が
取
り
払
わ
れ
た
が
、

現
時
点
で
情
報
を
ど
こ

ま
で
掌
握
し
て
い
る
の

か
。 

松
井
市
長 

 

直
近
で
は
１２
月
８
日

に
亀
山
製
絲
に
対
し
、
出

店
の
業
種
や
出
店
の
時

期
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
お
こ
な
っ
た
が
、
契
約

は
整
っ
て
い
る
が
、
時
期

等
に
つ
い
て
分
か
ら
な

い
と
の
回
答
で
あ
る
。 

吉
田
議
員 

 

今
日
に
至
る
ま
で
、
ス

ー
パ
ー
跡
地
内
に
重
機

が
入
る
と
か
資
材
が
搬

入
さ
れ
る
と
か
の
気
配

が
一
切
な
い
。 

 

地
域
住
民
に
と
っ
て

は
、
今
で
も
パ
チ
ン
コ
店

で
は
な
く
衣
食
住
に
関

連
し
た
商
業
施
設
が
来

て
ほ
し
い
と
い
う
強
い

要
望
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
跡
地
は
、
医 

   

療
・
福
祉
、
子
育
て
支
援
、

防
災
の
拠
点
づ
く
り
等
、

県
と
の
ま
ち
づ
く
り
に 

関
す
る
連
携
協
定
の
範 

囲
に
な
っ
て
い
る
。
将
来 

的
に
見
て
重
要
な
地
域

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。 

          

松
井
市
長 

 

契
約
が
す
で
に
終
了

し
て
い
る
こ
と
、
近
隣
商

業
施
設
の
用
途
変
更
に

接
触
し
な
い
限
り
、
開
発

に
制
限
を
か
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

 

行
政
と
地
域
住
民
が

協
働
し
て
い
く
ま
ち
づ

く
り
の
な
か
で
、
ス
ー
パ

ー
跡
地
の
利
用
も
行
わ

れ
ば
よ
い
が
、
民
間
で
の

商
業
活
動
を
阻
害
す
る

こ
と
に
な
り
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

                                    

                                    

                           

ヤマトー桜井店跡地 
周辺は県とのまちづくりに関する連携協定の範囲に 

市
は
引
き
続
き
情
報
の
収
集
を 

 

ヤマトー桜井店跡地 

 

「自共対決」、安倍暴走ストップ 

国民の声が生きる 

 新しい政治を 

日本共産党 

こ
の
姿
勢
を
貫
き
ま
す 

 

「対決」 
安倍政権の暴走に正

面から対決します 

正面から対決します 
「対案」 

国民の立場で常に抜

本的な対案示します 

「共同」 
みなさんと力あわせ

政治を動かします  総選挙の結果、本格的な「自共対決」の時代が切り開かれ

つつあります。日本共産党は安倍政権の暴走を国民とともに

包囲し、国民の声が生きる新しい政治へ頑張ります。 

消費税１０％ 
先送り実施でなく、キッパリ中止。

消費税に頼らない「別の道」を 

 
●富裕層や大企業に応分の負担で２０兆円の財源。 

●大企業の内部留保の一部を活用して国民の所得増で税収

を増やす。１０年後には約２０兆円の税収増。 

アベノミクス 
格差拡大・景気悪化ストップ 

くらし第一で経済を立て直す 

 景気回復へ、①人間らしく働けるルールをつくる、

②社会保障の切り捨てから充実へ、③ＴＰＰ撤退、

農林水産業、中小企業と地域経済を振興。 

集団的自衛権 
「戦争する国づくり」許さない 

憲法９条生かす平和外交を 

 紛争を話し合いで解決する平和の枠組み――「北

東アジア平和協力構想」を提唱し、その実現のため

に内外で行動します。 

原発再稼働 
再稼働ストップ 

「原発ゼロ」への日本を 

 「稼働原発ゼロ」で１年３ケ月余。日本社会は原発な

しで立派にやっていけることが証明されました。ゼロの

決断こそ、再生可能エネルギーの普及を加速します 

基地問題 
辺野古への新基地ストップ 

吉のない平和な沖縄を 

 沖縄知事選挙で「辺野古新基地ノー」の翁長雄志さん

が圧勝したのに続き、総選挙では「オール沖縄」の４候

補が基地推進の自民党候補に完勝しました。県民のこの

意思を無視するのは民主主義の国として許されません。 

政治とカネ 
「身を切る」というなら、 

政党助成金制度は廃止を 

 維新の党や民主党、自民党などは国民の税金である政党助成

金（３２０億円）は受け取り、国民には負担押し付け。「身を

切る改革」というなら政党助成金はキッパリ廃止すべきです。 

 


